
宗教史と始源性ーエリアーデ宗教史における 

狩猢民、牧 畜 • 遊牧民、農耕民 一

はじめに

クロード• アンリ= ロケとの対談集「迷宮 

の試練』 （1978年）において、ルーマニア文 

化の系譜の上で自らをある種の「総合」とし 

て位置づけた時に、エリア一デは二つの文化 

的伝統を念頭においていた'。 一つは父方の 

出自が背最とするモルドヴァ地方の文化であ 

り、もう一つは母方の出自が背景とするオル 

テニア地方の文化である。回想録（1980年） 

においても同樺に、それら二つの文化に由来 

する気質が自らの内において拮抗してきたこ 

とをエリア一デは記していたが2、 これらの 

箇所においてさしあたって注目すべきは、彼 

にとってモルドヴァの伝統が農耕民に由来す 

るものであり、他方、オルテニアの伝統の担 

い手が農業にも携わるとはいえ、むしろ馬の 

飼育 • 交易者であったということである。個 

人史への関心というよりは彼の学問の成果に 

つ い ての再考を当面の課題とする限定的な考 

察においても、この点を確認することは多少 

なりとも示唆的である。というのはここで漢 

然とではあるが対照される農耕民と牧畜•遊 

牧民とは、以下で概観するように、ル一マニ 

ア民間伝承に関する彼の研究のみならず、そ 

の宗教史的研究をもあらためて跣み返す隙に 

役に立つ一つの手掛かりとして捉えることが 

できると思われるからである。

1 狩猓民と牧* 民一 rザルモクシスから 

ジンギスカンへj における始源的宗教者

奥 山 倫 明

rザルモクシスからジンギスカンへ』 （1970 
年、以下ではrザルモクシスj と略記する）

は、プカレス卜時代以来の異なる時期に著さ 

れた八篇の論文を収録した著作である。 「ダ 

キアと東ヨーロッパの諸宗教と民間伝承の比 

較研究」と副題に掲げるこの著作のうちで、 

三つの章がまずは取り急ぎ取りあげられなけ 

ればならない。

副題中に東ヨーロッパと並べて論じられて 

いるダキアが、その第一章の中心的な対象と 

なることは章題「ダキア人と狼」からもただ 

ちにわかるが、同じ副題を再び注視すれば予 

想されるように、そこでの議論の方法は他の 

地域に関する数多くの資料を用いた比較のそ 

れに大きく依拠している。ここで広汎な比較 

の対象を逐一検討するのではなく、その章題 

が文字通り示す主題にのみ関心を限定するの 

であれば、エリア一デが概略次のような内容 

を記していたことが確認できる。

紀元前後に現在のルーマニアに当たる地域 

に居住したダキア人は、自らを「狼たち」と 

自称していた3。 彼らに限るわけではないが、 

ある民族の名称が動物に由来する場合にはつ 

ねに宗教的な意味があると指摘するエリア一 

デは、その意味の理解は始源的な宗教概念の 

表現と捉える以外にはあり得ないと記してい 

る4。 ここで問題となる狼をめぐる宗教的複 

合体に彼は新石器時代に遡る始源性を見出し、 

狩猓者と獲物との神秘的連帚性を中核とする 

原始狩撖民の宗教的宇宙にその最初の源泉が 

あると捉えている5。 そうした始源的な宗教 

的覦念体系がヨーロッパの南東部や地中海地 

域では、東方、あるいはエーゲ海地域からの
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文化的影響により変容し、最終的に埋没を強 

いられていることをエリアーデは認めてはい 

る。しかしながら彼によれば、神話の断片や 

イニシエーション儀礼の痕跡はその変容や埋 

没の例外である。すなわちとりわけ文字通り 

保守的な地域では、民衆的憤習や民俗的創造 

物にその暹産が残されているとして、 「パル 

力ン一カルパティア地域に存統する始源的な 

憤習と信仰の主要部分に関する完全な研究は、 

依然として著されていない」と記されるので 

ある6。 同書もまた今記した課題に正面から 

取り組むものとして意図されているわけでは 

なく、彼の言葉によると「相補的ではあるが 

独立の個別研究」と位置づけられるものでは 

ある7。 しかしながら次に触れる第四章にお 

いても、彼の言う「始源的な憤習と信仰」の 

一つがその主題ととして取りあげられている。

第一章の末尾においてルーマニアの諸公国 

がジンギス•カンとその後瞇者たちによる大 

侵略の後に創建されたことが指摘されていた 

が、 「ドラゴシュ公と《儀礼的狩抓》J と題 

された第四章が対象とするのは、その一つ、 

すでに地方名としては前述したモルドヴァ公 

国の建国をめぐる神話である。この章では第 

一章で触れられていた狩猓をめぐる問題が、 

あらためて中心的な位置を与えられている。 

エリアーデによれば、最初の幾つかの年代記 

においてモルドヴァの建国という功嫌は野牛 

の狩猓に出かけたマラムレシュ（ル一マニア 

北部地方）の大守ドラゴシュに帰せられてい 

る11。 ドラゴシュは一頭の牛を追ってハンガ 

リーからモルドヴァの平原に至り、そこでそ 

の牛を倒した。この地を気にいった彼が人  々

とともに移り住んだのが、モルドヴァ国の始 

まりとなるとい*5のである。ところでエリア 

—デが指摘するのは、この伝承が後の年代記 

において変容を示しているということであっ 

た。すなわちドラゴシュという個人名に代わ 

って卜ランシルヴァニアの羊飼いたちが登場 

する後の異伝において、羊飼いがモルドヴア

の発見を導くことになる野牛と出会うのは、 

その遊牧の際だったのである9。 これに関連 

してエリア一デが示唆するのは、羊飼い、す 

なわち一種の牧畜•遊牧民が狩猓民と交替す 

る過程であったu 。ここで一言触れられるに 

過ぎないルーマニアの文化における牧畜民と 

狩猓民との関係こそ、以下で触れる通り本章 

の末尾において再度エリア一デが言及する対 

象となるものである。

なおこの章においても、ある動物が現れそ 

れを追跡することで主人公が新しい場所に導 

かれるという構造をもつ、いわゆる導き手と 

しての動物を主題とする神話•伝説をめぐっ 

て広汎な比較が展開されている。それを詳細 

にたどる余裕は本稿にはないが、少なくとも 

ここで注目すべきは、フン族のスキュティア 

侵入をめぐる物語やマジャール人の祖先に関 

するハンガリーの伝承と照らした上で、エリ 

ア一デがドラゴシュ伝説における狩猓という 

主題の重要性を繰り返し強調している点であ 

る1'。つまり彼によれば、この伝説における 

野牛を追跡する儀礼的狩猓という主題は、ダ 

キア人にとって自生的なものと断定されるの 

である〃。彼の指摘は、先に触れた点とも重 

なりつつ、それに留まるものではない。すな 

わちドラゴシュ伝説は確かに狩猓民文化の要 

素ではあるが、 「狩猓の《観念体系》は、牧 

畜の《観念体系》に変容している」と見なさ 

れるのである13。なおこの点で、ル一マニア 

の民俗文化において牧畜の観念体系が支配的 

であることを明らかにする例証としてエリア 

—デが挙げるのが、彼の言うル一マニアの民 

間伝承詩の傑作「ミオリッツァ」である。彼 

はこのバラッドについて次のように記してい 

る。 「このパラッドの本質的な要素は羊の神 

託の力である。ところでこの動物が具現する 

神託は極めて始源的な信仰であるが、この先 

史時代の狩撖文化からの遺産が、牧畜文化の 

播合体においても存統しているのである14」。 

このパラッドこそ次に見るように本書第八章
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が主題として取りあげる対象にほかならない。

「ドラゴシュ公と《儀礼的狩撖》」が取り 

上げた、その存在自体が神託を構成する導き 

手としての動物の役割は、その最終章「千里 

眼の雌子羊」においては表題に掲げられる雌 

子羊が担うことになる。もっともここでその 

動物が果たすのは、野牛がドラゴシュ公に示 

したようなある種、空間的な導きの役割では 

ない。雌子羊がモルドヴァの羊飼いに伝える 

のが他の羊飼いに妬まれてやがて殺されるで 

あろうという予言であれば、その働きはいわ 

ば時間的な、より正確に言えば超時間的な啓 

示ということになろうU。もっともこの啓示 

に対するモルドヴァの羊飼いの対応とそれに 

続くこのバラッドの展開は、本稿が扱うべき 

ものではない。また霣頭で触れたエリアーデ 

の父方の農耕民の地域的背最と「ミオリッツ 

ァ」の羊飼いの出身とがたとえ重なるもので 

あろうとも18、またこのバラッドが確認され 

る地域の経済的な環境が牧畜に支配されてい 

ても、あるいはそうでなくても”、 「ミオリ 

ッツァ」がある意味でルーマニア民俗精神の 

範例の位置を占めるに至っていると認めるの 

であれば、それらは本稿が問a とするもので 

はないけ。むしろ興味深く思われるのは、第 

四章に関連して先に引用した箇所と同樺のエ 

リア一デの次のような指摘である。彼はこう 

記している。 「牧畜社会では、動物の行動と 

啓示が神託の役割を果たすということが信じ 

られている。なぜなら動物は未来を知ってい 

るからである。牧* 社会はこの信仰を、古代 

の狩撖文化から受け継いだのである19j 。

冒頭で触れたように、エリアーデが後に対 

談や回想で自己の背最の一つと見なすことに 

なる牧畜• 遊牧文化は、このようにrザルモ 

クシスj においてすでに幾度か触れられてい 

たものであった。しかもその文化が狩猓文化 

との対照の中に位置づけられていたことが、 

同書に収録されたニ、三の章からは明らかに 

なるのである。ここで狩猓民から牧畜民が瞇

承したものとして、エリアーデがその存続に 

注目していたのが、動物を導き手•神託と捉 

える始源的な信仰であった。ところでここで 

あらためて想起されるのは、エリアーデが挙 

げた自己の文化的背最のもう一方、すなわち 

農耕民の存在である。始源的な信仰の担い手 

とされた、いわば始源的宗教者としての狩獵 

民と牧塞民に対して、ルーマニアの宗教史に 

おける農耕民がどのような位置を占めるのか 

はこれまでの概観からは明らかではない。も 

っとも本稿では論じないとした「ミオリッツ 

ァj の解釈は、エリアーデにとっては農耕民 

の宗教性との関連を有するもののはずである 

2°。つまり彼は本書の最終章「千里眼の雌子 

羊」において、このパラッドを牧畜民におけ 

る狩撖民的宗教の瞇承の例証と見なしていた 

のみならず、ある種の農耕民的宗教、より具 

体的には彼の笞うく宇宙的キリスト教〉を踏 

まえた解釈をも論じていたのである21。とこ 

ろで狩猓民、牧畜民の宗教との対照におかれ 

た農耕民の宗教に関する議論の概要は、ルー 

マニアの民間伝承を主題とする研究を離れた 

時になお一層明らかになる。実際、ここで得 

られた狩獵民と牧畜• 遊牧民、さらには農軿 

民への着目は、その後の彼の著作r世界宗教 

史j を再読する上で一つの見通しを指示する 

ことになるのである。

2 根源的宗教経験一 r世界宗教史j にお 

ける始源的宗教一

「ザルモクシスj の刊行後、また別の個別 

研究 r オース卜ラリアの宗教J (1972年）を 

著したエリアーデは、やがてほぼ半世紀に及 

ぶ研究生活を踏まえて、全三卷の大著、 r世 

界宗教史J (丨976、78、83年）を発表した。そ 

の第一巻が出版された時点で、哲学者ボール 

• リクールは興味深い論評を逸早く著してい 

る。そこでは同害を繰り返し嫌くことによっ 

て気づくことのできる特徴の一つとして、宗
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教史を通じて不断に再現される始源的な諸形 

態が示されていることが指摘されていた2% 
リクールが挙げるのは、最初の二つの章にお 

いて示されている狩獵文明において出現する 

宗教形態と、農耕文明において成立する宗教 

形態とである。狩槲民的宗教、牧畜•遊牧民 

的宗教と農耕民的宗教とが出会うことによっ 

て、緊張と共生を絶えず生み出してゆくもの 

として描かれるエリアーデ宗教史は、リク一 

ルによれば始源性の宝庫と 見なされることに 

なる。

もっともエリアーデの宗教史叙述の始点は、 

人類史をさらに遡ったところにある。すなわ 

ち人類が直立姿勢をとったことによる上下、 

前後、左右への空間のく方向づけ〉に対して 

注意を向けて、彼はそこに宗教観念の端緒を 

見ている23。直立する身体を中心とする人類 

の空間経験こそ、やがて往居、集落、領土の 

空間構成と、 く世界の中心〉を初めとするエ 

リア一デの言う宇宙論的シンボリズムとを生 

み出す根源的な経験であると捉えられるので 

ある。身体を起点とし、後にく中心のシンポ 

リズム〉として展開されることになるこの空 

間の整序が、以下で触れる時間の整序ととも 

にエリア一デにとってはある種、根源的とも 

言えよう人類の宗教経験として位置づけられ 

ている。

このような人類の根源的な空間経験に続い 

てエリアーデが論じるのが、リクールも指摘 

する狩撖民的な宗教形態である24。ル一マニ 

ア民間信仰に閩してもすでに簫目されていた 

狩獵民的宗教は、狩猓者と獲物との神秘的連 

芾性、至高神や動物主といった神観念を内包 

し、エリアーデの宗教史において不可欠の位 

置を占めている。先史時代に関する明白な®  
料が欠如していることを認めつつも、エリア 

—デはこの狩猢民的宗教の概略を民族誌的*  
料との類比から敢えて導き出す。この類比を 

支えているのは、一つには狩槲、漁撈、採集 

経済に基く始源的な文明が世界の周緣地域、

砂漠、森林、山岳等へと速隔化、孤立化する 

ことによって、いわばく生きた化石〉として 

19世紀末に至るまで存続してきたと捉える見 

方であり、また一つにはそうした文明におけ 

る観念と行為が、後代に存続する力を有して 

いると見なす推定である。事実、生存の手段 

としての狩槻は農耕社会においても存続し、 

狩撖民による獲物の屠殺はその後も供犠とし 

て反復されてゆくのである。

このような見解を抱きつつ、エリア一デは 

例えば旧石器時代にすでにある種のシャーマ 

ニズムが存在していたと考えている25。とい 

うのは彼によれば、今日の狩猓民、牧畜民に 

おいてもその宗教形態は支配的であると見な 

されるからである。もっともシャーマニズム 

に閩しては、すでにr シャーマニズム—— 始 

源的脱我技術一 J (1951年）において論じ 

られていたように、脱我体験こそがエリア 

—デにとってその本質的要素として捉えられ 

ていたのであった28。しかもこの脱我体験は、 

彼によれば人間の条件を構成する本源的現象 

である。したがって同書を踏まえて言えば、

脱我体験という本源的現象が、天上• 地上 • 
地下の三領域とそれらを連結するく中心〉を 

めぐる宇宙論や呪術的飛翔や火の統御といっ 

た呪術の伝統、さらに神観念、霊魂観念など 

と結合することによって歴史的に成立した宗 

教形態こそが、シャーマニズムと呼ばれるベ 

きであるということになる27。このシャーマ 

ニズムの成立を、エリア一デは旧著を踏まえ 

つつ r世界宗教史j においては旧石器時代に 

まで遡ろうとしているのである。

旧石器時代についてはさらに、特に宗教観 

念の存統という観点から見過ごすことのでき 

ない、男女の性別分業に関連する相互補完的 

な二分法的宇宙論の存在、石器の製作という 

技術的発見が開示する神話的•宗教的価値世 

界の存在、アレクサンダー•マ一シャルが指 

摘した月の満ち欠けの観察に基づく時間表示 

の象徴体系の存在、神の随伴者が原初の水に
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潜ることによって実現する宇宙創成を物語る 

神話の存在などを、エリアーデは示唆してい 

る28。エリア一デの宗教史においてこれらの 

指摘が重要であるのは、それに嫌く叙述から 

明らかである。すなわち性別分業は、印欧語 

系諸民族（以下では印欧語族と略記する）な 

どで見出される男性秘密結社の成立や、後の 

とりわけ農耕の発見以降に増大する女性の聖 

性の前提となり、石器の製作により明らかに 

なる宗教性は、金属器、特に鉄器の製作など 

の技術的発展が明らかにする宗教性の先例と 

なる。また月のシンボリズムは女性、植物、 

豊饒、死と再生などを包含する観念上の体系 

化の背最となるものである。さらに二元論的 

な宇宙創成説は、 rザルモクシスj において 

も一章が割かれていたように、特に南東ヨー 

ロッパにおいて独自の展開を帰結することが 

やがて論じられる29。

とりわけ女性の聖性は、リク一ルが注意を 

向けていた、エリアーデが次に提示する農耕 

文明の宗教形態において中心的な位置を占め 

ている3°»農耕において果たす役割を背最に 

して女性の社会的な地位が上昇する一方で、 

土壌の豊饒と女性の多産とが人間と植物との 

神秘的連蒂性によって象徴的に連結される。 

この神秘的連帝性はまた、死を前提として再 

生する植物の生への人間の生の同化をももた 

らし、先に触れた月のリズムとともに、大地、 

女性、植物などの諸観念の体系化を帰結する。 

収穫を脅かす危機も、循琿する死と再生のド 

ラマの一局面として受容されることになり、 

さらには宇宙の構造や周期性も植物やその生 

に準えて捉えられる。すでに指摘した根源的 

経験としての空間の整序に加えて、死と再生 

というイニシエーションのシナリオを得たこ 

とによる人類の時間経験の整序が、ここには 

見出されている。このイニシエーションのシ 

ナリオによって、不死の探求者ギルガメシュ 

以降の人類の試練に章味が付与されてゆく31。

以上のように、死と再生をめぐる始源的な

神話的• 儀礼的シナリオを含み、宇宙の周期 

的更新の観念を中核とするく宇宙的宗教〉が、 

農耕文明において成立したとエリアーデは想 

定する32。このく宇宙的宗教〉は、エリア一 

デが用語としてはr聖と俗J (1957年）以来、 

内容としては「宗教学概論J (1949年）以来 

論じてきたものであった33。なお宇宙創成神 

話を反復することによって儀礼において実現 

される宇宙の周期的な更新それ自体は農耕開 

始以前に遡るものとも指摘されるが、エリア 

一デ宗教史において重要なのは新石器時代以 

降のオリエントと地中海世界における宗教観 

念の展開を叙述し、さらにインド、中国まで 

も視野に入れたユーラシア大陸の宗教史を考 

察する上で、農耕民的宗教としてのく宇宙的 

宗教〉が欠かせない位置を占めているという 

ことである。

もっともマリヤ•ギンブタスを参照しつつ 

南東ヨーロッパにおける紀元前六一四千年紀 

の始源的な農耕• 牧畜文化を論じる際に、エ 

リアーデがその地域の独自性を強調するのを 

控えることはない34。それが先に触れた南東 

ヨーロッパ特有の宇宙創成説をめぐる謙論や、 

本稿では論じなかった「ミオリッツァ」の解 

釈とも関連した〈宇宙的キリスト教〉論の、 

時代を遙かに遡った背景にもなっている35。

ところで石器時代に統いてエリアーデが着 

目するのが、鉄器時代の宗教観念の独創性で 

あった38。冶金術の発明により鉄が大量に利 

用できるようになったことによってもたらさ 

れた鉱石とそれを宿している大地に関連した 

宗教観念を、エリアーデは次のようにまとめ 

ている。母なる大地の子宮のなかで胎児とし 

ての鉱石は地質学的なリズムに従って成長し、 

やがては完全な金属になる。鉱山から鉱石を 

採掘することは母なる大地の胎内に踏み込ん 

でいわば臨月以前に手術を施すことであり、 

溶鉱炉は人工の子宮として鉱石の成長を促す 

ものである。陶工や鍛冶工と同じく冶金工は 

火を統御する匠であり、石器時代以来のホモ
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• ファーべルの系譜に連なってはいるが、自 

然の変成に関わることで時間の働きを引き受 

けているという点で後の鋏金術師と同じ願望 

を抱いている。時間を支配することによって 

物質の完成に貢献しようとするその願望が、 

近代の科学技術社会にお い て も同じく抱かれ 

ていたことを、 「鍛冶師と« 金術師J (1956 
年）において記していたのと同樺に、エリア 

一デは r世界宗教史j においてもまた指搞す 

るのである37。

以上のようにr世界宗教史j は、リクール 

が取りあげていた始源的宗教としての狩；》民 

的宗教、牧畜•遊牧民的宗教と農耕民的宗教 

に対して* 目を向けつつ、それらとの閬連で 

人類の根源的宗教柽驗としての空問の整序、 

時間の整序について触れるとともに、金厲器 

時代の宗教観念に人間が抱く時問の支配への 

願望の端抹をも見出していた。もっとも近代 

人の宗教観念に向かう見通しがあらかじめ榼 

示されているとは首え、始源的宗教以降のエ 

リア一デ宗教史の叙述は、当然あらためてた 

どるべきものである。その作業を通じてリク 

一ルが指摘した、始源的な宗教形態の再現が 

確認されることになる。

3 狩抓民的宗教と農耕民的宗教一 宗教史 

の横断的構成（1 ) —

r世界宗教史j 第二卷までが刊行された時 

点でそれについての書評を著したツヴィ• ヴ 

エルブロフスキーは、彼の首藿で首う垂直的 

な歴史と水平的な歴史との結合に向けられた 

エリアーデの努力を同書に見出している3.。 

諸宗教が個別に起源から現在までをたどられ 

るのではなく、年代順にしかも横断的に 

扱われていることを指搞して、彼はその叙述 

法をく水平的一年代順樺式〉と呼ぶ。エリア 

一デがここで首われるように横断的に叙述し 

ている個々の宗教の歴史を再構成し、個別宗 

教史としての側面からr世界宗教史j を検討

することももちろん可能なことであり必要な 

ことでもあろう。しかしながら以下では、ヴ 

エルブロフスキーが水平的とも横断的とも形 

容する、エリアーデ宗教史に見られる個別宗 

教史とは異なる叙述様式を、すでに指摘した 

始源的宗教との閩連において確認することを 

拭みる。

ところでエリアーデ宗教史におけるこの横 

断的構成を、リクールが指摘した始源的宗教 

が生み出す緊張にa 意しつつ振り返る上で、 

彼の宗教研究のある意味での原点と言えるヨ 

一ガに闉する考察はあらかじめ一つの手掛か 

りを与えてくれるものである39。 「ヨーガ一 

一不死と自由一一J (1954年）においてジョ 

ン • マーシャル、スチュアート•ピゴットを 

引用しつつヨーガの起源を検討していたエリ 

アーデは、その背最となる精神的伝統として、 

印欧IS族の宗教伝統と紀元前ニ千年紀半ばの 

印欧語族のインド侵入以前に遡るその地の自 

生的な諸民族の宗教伝統とを指摘していた4°。 

天空神や大気の神々への崇拝を特徴とする印 

欧語族の宗教伝統に対して、農耕文化とイン 

ダス河流域の都市文明とに基く自生的伝統に 

含まれるものとして始源的なヨーガとともに 

举げられていた女神崇拝、男根崇拝、樹木崇 

拝などは、後のヒンドウ一教にも見られる要 

素であるという。印欧語族の侵入により崩壊 

したインダス文明の文化的諸要素は、したが 

って周辺部民衆層によって保存され、後にヒ 

ンドウ一教の形成に寄与したのではないかと 

エリアーデは同書において想定した4、 自生 

的宗教伝統と侵入者である印欧語族の宗教伝 

統との総合のa 程としてヒンドウ一教を捉え 

ようとするこうした見解を、エリアーデは 

r世界宗教史j においても保持している42。 

ここに見られる印欧語族の宗教伝統と自生的 

宗教伝統との接触と、それが引き起こす緊張 

こそ、 r世界宗教史j における始源的宗教を 

めぐる横断的構成をたどる上での第一の手掛 

かりとなるものである。
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エリアーデによれば、この印欧語族による 

ユーラシア大陸の侵略と征服は、トルコ•モ 

ンゴル人の場合と同樺に、狩猓民的な世界観 

のもとで行われたとされる43。つまり印欧語 

族男性結社• 戦士団は、神話的祖先である肉 

食獸、特に狼の旗帷のもとに侵略を企てたと 

記されるのである。他方で r世界宗教史j に 

おいては、豊饒と死の女神、イニシエ一シヨ 

ンとs 魂の死後の存統に関する儀礼と信念な 

どを要素とする始源的宗教が、ィンドに限ら 

ずヨーロッパから中国に至るあらゆる民衆文 

化において連続しているとの指摘もなされて 

いた44。これは狩撖民的宗教と対比すれば、 

農耕民のく宇宙的宗教〉としてエリアーデが 

概念化していたものにほかならない。

こうして狩猓民的宗教の農耕民的宗教との 

接触がもたらした緊張を、印欧語族の侵入に 

着目してさらにたどれば、クレタ島やエーゲ 

海地域に関する叙述も見出せよう45。ギリシ 

ア人を初めとする前ニ千年紀以降の印欧語族 

の到来が農耕民的宗教との間で引き起こした 

影響について、エリア一デは一方で始源的宗 

教伝統がギリシアのオリュンボスの宗教体系 

の中に組み込まれたことを指摘し、他方、先 

アーリア期ィンドにおいてと同樺に、女神崇 

拝、金嫌と死、死後の霊魂の存統に関する儀 

礼と信念が存続していたとも指摘する。結局 

のところディオドロスの指摘に見られるクレ 

タ島の宗教と密儀宗教との類似に触れながら 

彼が強調していたのは、才リュンボスの宗教 

がそれ以前の宗教伝統をいわば選択的に同化 

していたという点であった48。実際、イニシ 

エ一シヨンが開示する生と死の連統性という 

農耕民的宗教が共有した観念はオリュンボス 

の宗教では抑圧され、エレウシスなどにおけ 

る密儀宗教において伝承されていたと記され 

る47。新石器時代の大地母神の後継者として 

位置づけられる女神デメテルが臨在するは、 

まさしくそのエレウシスの密儀においてであ 

る。

印欧語族による農耕民的宗教の抑圧は、こ 

の場合、間接的には新しい宗教的創造、密儀 

宗教の成立を促したと言うこともできる。そ 

の後の密儀宗教にとっての範例的モデルにな 

ったとされるエレウシスの密儀は、しかしな 

がらやがては異教として弾圧されることにな 

る。なお密應宗教との関連では、エリア一デ 

はディオニュソス崇拝に見られるオモファギ 

ア （儀礼的生肉食い）を例に挙げて、農耕民 

的宗教のみならず狩猓民的な宗教行為が儀礼 

的オルギーのさなかに再現されることも指摘 

していたのであった41*。

ところで印欧語族と自生的な新石器時代農 

耕民との融合は、古代のロ一マ人やゲルマン 

人についても指摘されている。確かにエリア 

一デは、ローマ人とサビ二人の間で行われた 

戦争をめぐる伝説やスカンディナヴィアのア 

ース神族とヴァン神族との対立をめぐる神話 

を、侵略者と土着民との歴史的な対立を反映 

すると解釈するというよりはむしろ、デュメ 

ジルにならって印欧語族の三機能イデオロギ 

一の反映として捉えている49。しかしながら 

印欧語族による他民族の文化遺産の同化とい 

う点で、ローマ人の宗教、ゲルマン人の宗教 

のそれぞれにおけるヒンドゥ一教に見られる 

総合との類同性をエリアーデは指摘している 

のである5°。またケル卜人に関しても、パス 

ク人と共有する擬娩の儀礼などは新石器時代 

人に遡る要素の残存と見なされていた51。

また印欧語族とは区別できる宗教伝統をキ 

リスト教化以前に遡って指摘できる民族とし 

ては、さらにパルト諸民族とスラヴ諸民族が 

挙げられる52。前者に関してエリアーデは大 

地の母神や森の母神をユーラシア大陸の基層 

信仰に由来するものと見なし、後者に関して 

も森の霊の観念等を指摘する。なおここでは 

農耕民ではなく狩捵民の宗教が始源的宗教と 

して想定されている。森の霊はエリア一デに 

とっては、動物主型の神格に連なるものなの 

である。

南山宗教文化研究所研究所報第 4号 1994年 13



以上のように「世界宗教史J はある面にお 

いて、印欧語族の宗教伝統と自生的な宗教伝 

統との接触と、その結果引き起こされる緊張 

関係に藩目して跣み返すことができる。とこ 

ろでリクールの言う始源的宗教に関しては、 

遊牧民的宗教と篇耕民的宗教とが生み出す緊 

張もまたエリアーデ宗教史の横断的構成を読 

み解く上で、もう一つの手掛かりを与えるも 

のである。そこにおいて農耕民的宗教に見出 

されることになるのは、ある種、克服される 

べき対象としての役割である。

4 遊牧民的宗教と農耕民的宗教—— 宗教史 

の横断的構成（2 ) —

特に印欧語族に着目することによって、狩 

獵民的宗教と自生的宗教伝統との接触が生み 

出した緊張がr世界宗教史j において横断的 

に描かれていたことを、前段では振り返って 

きた。この自生的宗教伝統としての農耕民的 

宗教は、別の脈綵においては遊牧民的宗教と 

の問に緊張を生じ、それがエリアーデ宗教史 

においてある意味を持つことになる。その点 

を確認するために前もってr宗教学概論j を 

振り返ることから、また一つの手掛かりを得 

ることが可能である。

天空と天空神に関する» » から本論を始め 

る 『宗教学概論j は、聖なるものの形態学と 

して意図されてはいたが、天空神のくひまな 

神〉への変貌を含むいくつかの歴史的展望を 

も内包していた33。宗教®念における現実性 

を喪失したひまな神としての天空神について、 

エリアーデはそれがある場合には大気の神、 

暴風の神として奪門化し、現実性を回復する 

と論じているS4。この天空神の専門化の背最 

として、農耕民的宗教の存在を彼は指摘する 

55。ここで出現した大気神、暴風神に対する、 

本来的な天空的価値の回復として捉えられる 

く一神教革命〉として、エリアーデは同書に 

おいて、ヤハウ：L、アフラ• マズダー、アツ

ラーへの信仰を位置づけていた58。したがっ 

てこのく革命〉は農耕民的宗教を克服して、 

本来の超越的な天空神の回復を目指す運動と 

して捉えることができる。 r世界宗教史j に 

おいても、旧著を受けてこれら一神教に関す 

る雄譎が展開されているが、なかでも特に詳 

しく検討されるのはヤハウI に闋してである。 

一方、ムハンマドの時代のアラビアの状況に 

関しては、アッラーがすでにひまな神になっ 

ていたと指摘し習合の進んだパレスティナの 

状況との類似が示唆されてはいるが、それ以 

上に詳しく論じられているわけではないS7。 

したがって以下では、ノてレスティナとイラン 

に闉してのみ簡単に振り返っておく。

前ニ千年紀を通じてシリア一パレスティナ 

地*で繰り返された遊牧民侵入者による先住 

農耕民の征服と先住民文化の同化は、宗教に 

関しては農耕民的宗教と遊牧民の天空神中心 

の宗教的イデオロギーとの対立を生み出して 

いたとエリアーデは記しているsa。イスラエ 

ル人のカナン侵入もまた同じ枠組みにおいて 

捉えられるが、それにa まらずその対立から 

は新たな宗教経験としてくアブラハムの信仰〉 

が生み出されてきたことが彼の注目する点で 

ぁる"。

ところでイスラエルの族長たちの宗教の特 

徴として「父の神」への倌仰が首及されるが、 

父の神はカナン征服後、その地のパンテオン 

の主神である諸神の父、エルと同一視される 

ことになったという#°。これにより父の神は、 

エルが有していた宇宙的宗教としての側面を 

擭得する。一方、モーセに現れたヤハウヱは、 

父の神の影響を受けつつ同樺にエルと同一視 

され、さらに士師時代にはカナンの豊« を司 

る嵐の神バアルと混同されるに至る。これ以 

降ャハウX 信仰はカナンの農耕民的宗教との 

» 合 • 同化を強めるが、旧約聖書の預言者た 

ちが批判したのは、まさにこの農耕民的宗教 

形態であったと記されるのである81。

農耕民的宗教との対照性が明確なヤハウI
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の場合と比べると、 r世界宗教史j における 

アフラ•マズダーについての叙述はそれほど 

際立った印象を与えるものではない。そもそ 

も 『宗教学概論j に記されていた通り、ザラ 

スシュ卜ラによる宗教改革自体が、アフラ- 
マズダーの天空神的特徴を払拭するものだっ 

たのである62。しかもその宗教改革の背最と 

なっていたイランの伝統的な民族宗教は、い 

うまでもなく印欧語族的な伝統を汲むもので 

あり、ザラスシュトラが批判の対象としたの 

も定住の牧畜民社会の祭司や男性結社による 

供犠や祭祀であった83。しかしながら一方で、 

ザラスシュトラが属していたのが馬の飼育を 

行う氏族であることが確認され、他方で彼の 

宗教活動は家畜の群れを導く「牧者」と喰え 

られている64。定住農耕民と遊牧民との間の 

対立が示唆されていることからも、エリア一 

デが定住社会の伝統宗教を克服するものとし 

て、ザラスシュ卜ラの宗教改革を性格づけて 

いることが窺える。もっともザラスシュ卜ラ 

が対立した伝統が、印欧語族に属するもので 

あったことは、彼の殺害の伝承にも示されて 

いる。拝火神殿で彼を殺害したのは、印欧語 

族男性結社の成貝と見なされる狼に変装した 

者であったというのである85。

以上のようにエリアーデは、パレスティナ 

においては農耕民的宗教と遊牧民的宗教との、 

イランにおいては民族宗教と遊牧民的宗教と 

の緊張を見出している。イランの民族宗教は 

印欧語族に由来するものであったとは言え、 

すでに定住社会の伝統となっていた。さらに 

イスラームに関しても、その背最となる状況 

のパレスティナとの類比が示唆されていた。 

このように振り返る時、前段で論じた狩撖民 

的宗教と農耕民的宗教との緊張に加えて、遊 

牧民的宗教と農耕民的宗教との緊張をこれら 

の叙述に求めることができるだろう。

リク一ルの提7Fした始源的宗教の再現と、 

ヴェルブロフスキーが見出した宗教史の横断 

的構成とを、ともに踏まえた上でr世界宗教

史j を再読する時に浮かび上がるのは、それ 

らの始源的宗教が宗教史を横断して維りなし 

ている、ここで指摘してきたような緊張であ 

る。狩獵民的宗教、遊牧民的宗教、農耕民的 

宗教の相互関係の歴史のみが、エリア一デの 

宗教史において描き出されているわけではも 

ちろんないが、少なくともここに再考に値す 

る論題が示されていると指摘することはおそ 

らく可能であろう。

おわりに

エリアーデが自らの文化的背最について指 

摘した二つの要素を手掛かりに、彼のル一マ 

ニア民間伝承研究における狩撖民と牧畜•遊 

牧民への着目を振り返った上で、本稿はさら 

に r世界宗教史j の再読を試みてきた。そこ 

で確認できるのは、時間と空間をめぐる人類 

の根源的宗教経験に遡って人間の宗教史を描 

き出そうとする同書が、始源的宗教への着目、 

より正確に言えば宗教史を通じて繰り返され 

るその再現への着目を一つの特色としていた 

ということである。本稿は始源的宗教の担い 

手として狩獵民、牧畜• 遊牧民、農耕民に注 

目しつつ、またそれぞれの始源的宗教の相互 

関係にも® 意しながらr世界宗教史j を読み 

返すことがそれである。

もとよりこの試みは、部分的にしか取りあ 

げていないrザルモクシスj それ自体の検討 

でもなく、ましてr世界宗教史j 全三巻の全 

体的な再考を目指したものでもない。しかし 

ながらエリア一デの死去の後、彼の想定して 

いた同書第四巻が、彼の意向を直接反映した 

ものとは言えないとしても三巻の第二分冊と 

いう形で刊行され66、また r世界宗教史j の 

ある意味における要約がr世界宗教事典』と 

して出版されている現時点において87、 「世 

界宗教史j の再読を少なくとも何らかの形で 

試みておくことは、あながち失当なこととも 

言えないであろう。一面的ではあるが、試論
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を展開してきた理由もそこにある。
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